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＜連絡事項＞

· 本日(11/27)、14：30～青陽館2Ｆにて田中　一様のケース会議実施。

· 12/30～1/13までエアロビクスプログラムの年末年始休止期間となる。
· 11/29、9：30～12：30まで千葉記念講堂にて地域支援体制構築事業研修会あり。

＜外来患者様情報＞

· 上久保　善郎様～外泊中はながいもの手伝いをしているとの事。

· 鹿原　博夫　様～パン作りで失敗することあるが、大丈夫だと話している。

· 前野　義勝　様～食欲、睡眠に問題はないとのこと。ランチの配達をしていると話される。

· 柳町　信之　様～家でストーブをつけているから風邪をひいていないとの事。一週間前に痔が一瞬

出血したが、その後はないと話される。また、日課が忙しく、テレビを見る時

間が少ないとのこと。担当医より時折青明舎などに顔を見せ、現状を報告する

ようにと説明している。

· 中居　美津子様～安いところで買い物している為、無駄使いはしていないとのこと。

· 平　　康子　様～足が痛い為、エアロビクスや運動には参加していないと話される。

· 長瀬　鉱一郎様～11/21に平和病院を受診したところ、これ以上はどうしようも無いと言われたと

話される。次回の平和病院受診は1/16との事。

· 大久保　康弘様～睡眠薬が増薬となった2～3日後より夜食を食べるようになり、一日4食摂って

いるとの事。食道がジリジリすると話すため、ファモチジンを処方している。様子をみて治らない場合は他科受診するように説明している。

· 細越　定生　様～胸焼けはだいぶ良くなったとの事。食べ過ぎる事は無く、体重も減ったと話され

る。ファモチジンを4日分処方となっている。

· 小野寺　文明様～室岡整形外科で行っていたリハビリは12月で終了するとの事。その後はジョギ

ングなどをしても良いと言われたとの事。

· 種市　久子　様～担当医より、関係機関への電話は一日一回と説明している。28日も来院すると

の事。

＜通所利用者様情報＞ 
· 稲垣　ふき　様～昨日より頭痛の訴えあり。｢髪を染めれば頭痛も治る｣と何度もスタッフへ話して

いる。本人の様子を観察しながら話を傾聴していく事とする。

· 古賀　　舞　様～12：30頃に本人より電話連絡あり。体調が悪く、朝起きる事が出来なかった為

本日の見学をキャンセルしたいとのこと。その際に先週の見学終了後に自宅で

吐いたと話している。

· 荒木地　和弥様～寝坊した為、遅刻すると本人より電話連絡あり。来所後は表情よく他者と会話

をしている姿が見られる。通所利用回数の再度検討を行う為に本日午後より

担当スタッフと面談を行う予定。

· 小野寺　ノリ様～来所時より咳をする姿が見られ、鼻汁も出ている。体温、血圧のバイタルサイン

は異常なし。本人は具合が悪いと話している。咳が出ている為、青風荘へ連絡

し、本人にマスクをして頂いている。

· 大久保　康弘様～担当医へ喉のつまりについて話すと精神神経用剤増薬を勧められたが、｢増薬す

ると訳が分からなくなる｣と話される為、胃薬のみ増薬となっている。

· 種市　久子　様～担当医との面談終了後に来所している。スタッフへ自傷行為の傷跡を見せている。

手首に包帯をしており、「包丁で切ったら傷が深くなった為、外科で処置をして

もらった」と話される。また、訪問看護職員に対してイライラし、最近食欲が

ないと話し、昼食も摂取していない。

スタッフが傷の確認を行うと、縫合するような傷ではなく、うっすらと傷がつ

いている程度で、整形外科を受診した際についでにカットバンを貼ってもらっ

たとの事。

· 袴田　淑子様～週3回程下痢をしているとのことで、センナリド4錠から3錠へ減薬となってい

る。通所利用時、本人から排便の確認（性状、回数）を行い、診察前に外来へ情

報提供していくこととする。

· 村上　元道　様～昨日、うみねこ幸房利用後、ナイトケアを見学している。入浴する順番を気にす

る様子があるが、その後は余暇に表情良く麻雀をするなど他者との交流見られ

る。来週の水曜日より週3回（水・木・金）で正式利用となる。

＜新書式検討＞

○評価書式

· 個人評価書式は半年に1回(6、12月)に実施する。12月中に評価を実施し、12月分の経過記録と共に評価表を印刷すること。

· 身体の評価表は現在作成中である。

＜デイケア事例検討＞

◇検討内容：治療計画の見直し

岩織　由美子様（53）女性　　統合失調症

デイケア利用年数：0年10ヶ月

デイケア利用日：週2回（月･木）

治療計画：①対人関係を円滑に行なえるように援助する。

　　　　　②家族との関係については、日頃の関わりの中で話を聞き、関わりについて援助していく。

○現在の本人の様子

· 外泊訓練の為、月曜日の通所を休む事が多い。

· 体臭やフケが目立つ。

· 青陽館にて週に2回程度入浴をしているが、20分ほどであがってきている。

· 入浴の仕方について一歩的に話すのみで、入浴中のスタッフの入室を拒否している。

· 肌着を着ず1枚のみで服を着ているなど服装が薄着過ぎる。

· スカートの為、運動療法を拒否する事があり、ズボンを持って来るように話すも2、3回ジャージを持って来たのみである。

· 以前は一方的に話し、14時前に帰荘する事があったが、現在は14時になってから帰荘している。

○今後の対応

· 治療計画に整容面についての関わりを付け足す。

· 整容面に関して気付いたことがあった場合は、その都度声掛けを行う。

· 徐々に通所利用回数を増やしていくよう促す。










